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本書は渡辺興亜氏を編集委員長として24名の執筆者

による北極の自然科学から人文社会科学まで，広い分

野についての解説書である．あとがきには先に出版し

た「南極読本」が好評とのことなので，その対になる

「北極版」の出版を出版社から勧められたことに始ま

るとある．このため，南極OB会を中心とした編集委

員会によって出版が企画された．実際，執筆者の中に

は南極関係者が多く，極域研究者は両極をフィールド

としている場合が多いのも事実である．また，執筆者

は研究者ばかりではなく，元新聞記者，探検家などの

顔ぶれも含まれ，広範囲の視点から書かれている．さ

て，いまなぜ北極かと考えると，これには理由があ

る．地球温暖化の影響が北極で顕著に現れているから

である．北極海の海氷の融解やグリーンランド氷床の

質量損失，陸域北極圏の環境変動など，北極域では急

激な変化が起こっている．これに対して文部科学省の

GRENE北極気候変動研究事業が2011年より開始さ

れ，多くの研究者が北極で活動する時期と重なったこ

とが本書の出版を後押ししたと思われる．

本書の構成は北極地域の概説，地理，氷床の現在と

過去，グリーンランド氷床の雪氷学，気候，気象・水

象，永久凍土，北極海と海氷域，地質構造，地球物理

観測，生物，探検史，北極海航路，民族の歴史と分布

の全14章から構成される．それぞれの分野の専門家に

よって歴史的な背景も踏まえ，最新の研究成果まで分

かり易く解説されている．北極の文献を読む際に専門

でない人が時々馴染みにくい印象を持つことがある．

それは人名と地名表記の問題である．これらが章毎に

統一されていないと読みにくいが，本書は意識的にそ

の統一がなされている．また，地図や写真を多用し，

土地勘のない人でも理解しやすいように工夫されてい

る．本書は第１章で北極圏，北極帯，北極域などの用

語の解説があり，また，北極域の気候特性や古気候に

関して簡単に紹介されているので，これから北極を学

ぼうという人には分かりやすい．もう少し詳しい気象

に関する説明は，あとの気候，気象・水象の章に解説

されている．私自身は北極探検の歴史に関心があった

ので，12章「北極探検史」は非常に興味深く読んだ．

その中で述べられている「中世の温暖期」とバイキン

グが活動した時代に関する記述は一般的に知られてい

ることではあるが，その後の北極探検に大きな困難が

伴ったことと小氷期の関係などにも思いを巡らせる

と，心揺すぶられるものがある．さらに，13章「北極

海航路」で述べられている近年の海氷勢力の減退と北

極海航路の開拓に関しても，気候変動と人間活動が大

きく関係していることを物語っている．そのような観

点で本書を改めて見直してみると，自然科学と人文社

会科学を同時に捉えることの重要さに気付かされる．

本書の特徴は各章の最後に，「コラム」が設けられ

ていることである．コラムには各章で出てきたキー

ワードや人物，トピックスについて２-３ページの解

説が書かれている．例えば，コラム４「国際極年」で

は，最初の国際極年（IPY）が1882-1883年に両極で

開催され，日本が南極観測を開始する1957-1958年の

国際地球観測年（IGY）へ繋がっていった経緯が解説

されている．コラム８「世界最北の観測村，ニーオル

スン」では，ノルウェーのスバールバル諸島スピッツ

ベルゲン島の研究村ニーオルスンについての紹介が書

かれている．このコラムは元読売新聞記者の田口章利

氏が担当したもので，2013年に実際にニーオルスンを

訪問し，そのときの取材に基づいた最新の村の様子も

含まれている．11章「北極の生物」に続く，コラム

12「元祖“ペンギン”は，北半球の鳥だった」では，

“ペンギン”という名前が，最初北半球の“オオウミ

ガラス”に付けられた名前で，人間による乱獲で絶滅

した歴史が語られている．最後のコラム16「世界最北

の先住民集落，シオラパルク村」は，北極犬橇探検家

の山崎哲秀氏の文章である．山崎氏は毎年秋の終わり

から春にかけてカナダのレゾリュート村やグリーンラ

ンドのシオラパルク村に滞在し，北極海氷域を犬橇で

踏破するプロジェクトに取り組んでいる．その際，研

究者のサンプルを採取したり，設営のサポートなども

行い，北極研究者との付き合いも深い．その山崎氏が

シオラパルク村の自然や人々の暮らしについて伝えて

いる．そして，近年の急激な自然・社会環境変化に

よって，シオラパルク村が現在，廃村の危機にあるこ

とを懸念している．

本書は北極の自然と人間についての解説書であり，

その分野をこれから学ぼうと言う学生にとっては入門
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書である．また，北極についての読み物としても面白

い．広い分野のことが書かれているので，自分の専門

分野以外のことを知るための参考書としても価値ある

一冊と言える．

（岡山大学 青木輝夫)
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会および日本気象学 事予定

行事名 開催年月日 主催団

関連学会行

考

第９回気象庁数値モデル研
究会・第45回メソ気象研究
会・第２回観測シ

体等 場所 備

測可能性研究会：「アン
サンブル予報の発展と展
望」

2016年５月17日 メソ気象研究連絡会，観
測システム・予測可能性
研究連絡会，気象庁

気象庁講堂（東京都

ステム・
予

手町1-3-
4）

http://meso.sakura.ne.jp/

mesoken/

国際海上風ベクトル科学
チーム会議2016

2016年５月17
～19日

北海道大学，宇宙航空研
究開発機構，フロリダ州
立大学，アメリカ航空宇
宙局，欧州気象衛星開発
機構

北海道大学低温研究
所（北海道札幌市北
区北19条西8）

https://

千代田区大

oaps.fsu.edu/

scatterometry/meeting/

極域・寒冷域研究会「極域
における気象庁客観解析
データの再現性と利用」

2016年５月18日 極域・寒冷域研究連絡会 国立オリンピック記
念青少年総合セン
ター（東京都渋谷区
代々木神園町3-1）

日本気象学会2016年度春季
大会

2016年５月18
～21日

日本気象学会 国立オリンピック記
念青少年総合セン
ター（東京都渋谷区
代々木神園町3-1）

「天気」62巻12号

日本地球惑星科学連合2016
年大会

2016年５月22
～26日

日本地球惑星科学連合 幕張メッセ（千葉市
美浜区中瀬2-1）

「天気」62巻８号

第21回計算工学講演会 2016年５月31日
～６月２日

(主催)日本計算工学会
(協賛

mdc.c

学会
朱鷺メッセ新潟コン
ベンションセンター
（新潟市中央区万代
島6-1）

http://www.jsces.org/

koenkai/21/

第４回中部ライフガード

TEC2016～防災・減災・
危機管理展～

2016年６月２，
３日

(主催)名古屋国際見本市
委員会
(協賛)日本気象学会

ポートメッセなごや
（愛知県名古屋市港
区金城ふ頭2-2）

防犯防災総合展 in KAN
 

SAI 2016
2016年６月９，

10日
(主催)防犯防災総合展実
行委員会，テレビ大阪
(後援)日本気象学会

インテックス大阪
（大阪市住之江区南
港北1-5-102）

-

関西支部2016年度総会・年
会

2016年６月25日（主催）日本気象学会関西
支部

エル・おおさか７階
701号室（大阪市中央
区北浜東3-14）

「天気」63巻４月号

第26回ゴールドシュミット
会議

2016年６月26日
～７月１日

(主催)日本地球化学会
(協賛)日本気象学会

横浜国際平和会議場
（神奈川県横浜市西
区みなとみらい1-1-
1）

http://goldschmidt.info/
2016/

第53回アイソトープ・放射
線研究発表会

2016年７月６
～８日

(主催)日本アイソトープ
協会
(共催)日本気象学会

東京大学弥生講堂
（東京都文京区弥生
1-1-1）

http://www.jrias.or.jp/

seminar/cat4/505.html

第５回環境放射能除染学会
研究発表会

2016年７月６
～８日

(主催)環境放射能除染学
会
(後援)日本気象学会

福島県文化センター
（福島市春日町5-54）

)日本気象


